
大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
お問い合わせ先（コールセンター）
ＴＥＬ　０１２０－１０６２１２

（営業日の９：00～17：00）
https://www.daiwa-am.co.jp/

◇TUZ0279820240617◇ < >2798

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信（リート）
信 託 期 間 無期限（設定日：2021年９月17日）
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド
ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネ
クスト・マザーファンドの受
益証券

ダ イ ワ ・
ＵＳ－ＲＥＩＴ・
ネ ク ス ト ・
マザーファンド

米国の金融商品取引所上場
（上場予定を含みます。）お
よび店頭登録（登録予定を含
みます。）の不動産投資信託
の受益証券および不動産投資
法人の投資証券

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率

無制限
マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、信
託財産の成長に資することを目的に、配当等収益
の中から基準価額の水準等を勘案して分配金額を
決定します。ただし、配当等収益が少額の場合に
は、分配を行なわないことがあります。

ダイワＵＳ－ＲＥＩＴ
ネクスト・ファンド　Ｂコース
（ダイワ投資一任専用）

運用報告書（全体版）
第３期

（決算日　2024年６月17日）
（作成対象期間　2023年６月16日～2024年６月17日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　当ファンドは、米国のリート（不動産投資
信託）に投資し、信託財産の成長をめざして
おります。当作成期につきましてもそれに
沿った運用を行ないました。ここに、運用状
況をご報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

https://www.daiwa-am.co.jp/
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ダイワＵＳ－ＲＥＩＴネクスト・ファンド　Ｂコース（ダイワ投資一任専用）

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

Ｆ Ｔ Ｓ Ｅ 　 Ｎ Ａ Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ ®

エクイティＲＥＩＴ・インデックス
（配当金込み、円ベース指数） 投 資 証 券

組 入 比 率
純 資 産
総 額

(分配落) 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率 (参考指数) 期 中

騰 落 率
円 円 ％ ％ ％ 百万円

１期末(2022年６月15日) 10,564 0 5.6 10,458 4.6 79.8 756
２期末(2023年６月15日) 11,050 0 4.6 11,288 7.9 94.6 606
３期末(2024年６月17日) 12,124 0 9.7 13,555 20.1 94.5 1,418

（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ＦＴＳＥ　ＮＡＲＥＩＴ®エクイティＲＥＩＴ・インデックス（配当金込み、円ベース指数）は、ＦＴＳＥ International Limitedが発表する

ＦＴＳＥ　ＮＡＲＥＩＴ®エクイティＲＥＩＴ・インデックス（配当金込み、米ドルベース指数）をもとに円換算し、当ファンド設定日を
10,000として大和アセットマネジメントが計算したものです。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注４）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注５）投資証券組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。

運用経過

基準価額等の推移について

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものです。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドもあり
ます）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

■基準価額・騰落率
期　首：11,050円
期　末：12,124円（分配金0円）
騰落率：9.7％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
　投資対象となる物流施設や通信インフラのリートが下落したことはマイナス要因となりましたが、
データセンターのリートが上昇したこと、また為替相場において米ドルが対円で上昇（円安）したこと
がプラス要因となり、基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
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ダイワＵＳ－ＲＥＩＴネクスト・ファンド　Ｂコース（ダイワ投資一任専用）

年 月 日
基 準 価 額

Ｆ Ｔ Ｓ Ｅ 　 Ｎ Ａ Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ ®

エクイティＲＥＩＴ・インデックス
（配当金込み、円ベース指数）

投 資 証 券
組 入 比 率

騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率
円 ％ ％ ％

（期首）2023年６月15日 11,050 － 11,288 － 94.6
６月末 11,427 3.4 11,680 3.5 95.1
７月末 11,246 1.8 11,673 3.4 97.1
８月末 11,751 6.3 11,890 5.3 96.4
９月末 11,010 △ 0.4 11,236 △ 0.5 95.5
10月末 10,421 △ 5.7 10,581 △ 6.3 94.4
11月末 11,579 4.8 11,593 2.7 94.7
12月末 12,123 9.7 12,568 11.3 97.0

2024年１月末 12,030 8.9 12,497 10.7 96.7
２月末 12,204 10.4 12,795 13.4 95.8
３月末 12,344 11.7 13,214 17.1 93.7
４月末 11,477 3.9 12,939 14.6 92.5
５月末 11,774 6.6 13,068 15.8 95.4

（期末）2024年６月17日 12,124 9.7 13,555 20.1 94.5
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。

投資環境について (2023.６.16～2024.６.17)

■米国リート市況
米国リート市場では、データセンターは上昇し、通信インフラや物流施設は下落傾向となりました。
　当作成期首から2023年７月にかけては、６月のＣＰＩ（消費者物価指数）が市場予想を上回るペー
スで鈍化傾向となったことを背景に、金融引き締めサイクルの終わりが意識され、米国リート市況は上
昇しました。８月から10月にかけては、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が金融引き締め期間の長
期化を示唆したことや、堅調な経済指標が示す経済の底堅さなどを背景に、長期金利が上昇傾向となっ
たことなどから、軟調な推移となりました。11月から12月にかけては、いくつかの主要な経済指標が
市場予想を下回ったことや、12月のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）において金融引き締めから
の転換が示唆されたことなどを受けて長期金利が低下傾向となり、米国リート市況は堅調な推移となり
ました。2024年１月から４月にかけては、ＣＰＩが市場予想を上回ったことや主要な経済指標がおお
むね堅調な結果だったことなどを背景に利下げ期待が後退し、米国リート市況は下落基調となりました。
５月から当作成期末にかけては、ＣＰＩが市場予想を下回ったことなどを背景に、年内複数回の利下げ
期待が高まり、米国リート市況は堅調な推移となりました。
■為替相場
米ドル為替相場は対円で上昇しました。
　米ドル対円為替相場は、当作成期首から2023年６月末にかけて上昇しましたが、７月は、日本の政
府要人等による円安けん制発言や日銀の政策運営の柔軟化決定を受け、下落（円高）しました。８月以
降は、米国金利が上昇した一方で日銀は緩和的な金融政策の維持を発表したことから、米ドルは対円で
上昇しました。11月から12月にかけては、日銀による政策修正や米国金利の大幅な低下を受け、下落
しました。しかし2024年に入ってからは、米国金利の上昇や日銀による金融政策の維持などを背景に
円安米ドル高に転じました。３月には、日銀がマイナス金利の解除など大規模な金融緩和の終了を発表
したものの、他国・地域に比べて緩和的な環境が続く見通しなどから、円安米ドル高基調となりました。
その後も、過度な円安米ドル高進行に対し政府・日銀が為替介入を行いましたが、円安基調は継続し、
当作成期末を迎えました。
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ダイワＵＳ－ＲＥＩＴネクスト・ファンド　Ｂコース（ダイワ投資一任専用）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。
■ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド
　当ファンドでは、米国リートの中でも、技術革新や生活様式の変化といった構造的な要因による長期
的な需要の増大が見込まれるセクターで、かつ参入障壁が高いなど事業環境が良好で、安定的なキャッ
シュフローの成長が見込まれるセクターを中心に投資を行う方針です。

ポートフォリオについて (2023.６.16～2024.６.17)

■当ファンド
「ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド」の受益証券へ投資を行いました。
■ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド
　世界中でデータセンターを保有・運営するDIGITAL REALTY TRUST INCやEQUINIX INC、米国で
物流施設を開発・運営するEASTGROUP PROPERTIES INC、米国だけでなく世界中で物流施設を開
発・運営するPROLOGIS INC、先進国だけでなく新興国でもモバイル通信用の基地局を保有・運営す
るAMERICAN TOWER CORPなどを高位に組み入れました。

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

分配金について

　当作成期は、信託財産の成長に資することを目的に、収益分配を見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
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（2023.６.15～2024.６.17）

ＦＴＳＥ　ＮＡＲＥＩＴ®エクイティＲＥＩＴ・インデックス
（配当金込み、円ベース指数）

基準価額

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2023年６月16日
～2024年６月17日

当期分配金（税込み） （円） －

対基準価額比率 （％） －
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 2,123
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注４）投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。
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ダイワＵＳ－ＲＥＩＴネクスト・ファンド　Ｂコース（ダイワ投資一任専用）

今後の運用方針
■当ファンド
「ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。
■ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド
　当ファンドでは、米国リートの中でも、技術革新や生活様式の変化といった構造的な要因による長期
的な需要の増大が見込まれるセクターで、かつ参入障壁が高いなど事業環境が良好で、安定的なキャッ
シュフローの成長が見込まれるセクターを中心に投資を行う方針です。



5

ダイワＵＳ－ＲＥＩＴネクスト・ファンド　Ｂコース（ダイワ投資一任専用）

１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2023.６.16～2024.６.17） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 93円 0.796％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率

当作成期中の平均基準価額は11,622円です。

（投 信 会 社） （77） （0.664）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （13） （0.111）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （3） （0.022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 5 0.039
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（投 資 証 券） （5） （0.039）

有価証券取引税 0 0.000
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（投 資 証 券） （0） （0.000）
そ の 他 費 用 1 0.012 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （1） （0.006）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用） （1） （0.006） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（そ の 他） （0） （0.000） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合 計 99 0.848
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗
じた数で除した総経費率（年率）は0.80％です。

（注１）１万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0.80％

運用管理費用
（投信会社）
0.66％

運用管理費用
（販売会社）
0.11％

運用管理費用
（受託会社）
0.02％

その他費用
0.01％

参考情報
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ダイワＵＳ－ＲＥＩＴネクスト・ファンド　Ｂコース（ダイワ投資一任専用）

■利害関係人との取引状況等
　当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2024年６月17日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド 1,414,608 99.3
コール・ローン等、その他 9,963 0.7
投資信託財産総額 1,424,572 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協

会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。なお、６
月17日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝157.53円です。

（注３）ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンドにおいて、当期末における
外貨建純資産（1,854,783千円）の投資信託財産総額（1,871,888千円）に対す
る比率は、99.1％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年６月17日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 1,424,572,048円

コール・ローン等 9,963,735
ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド(評価額) 1,414,608,313

(Ｂ) 負債 5,639,003
未払解約金 433,111
未払信託報酬 5,170,073
その他未払費用 35,819

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,418,933,045
元本 1,170,380,690
次期繰越損益金 248,552,355

(Ｄ) 受益権総口数 1,170,380,690口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,124円

＊期首における元本額は549,086,818円、当作成期間中における追加設定元本額は
725,776,288円、同解約元本額は104,482,416円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12,124円です。

■損益の状況
当期　自2023年６月16日　至2024年６月17日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 618円

受取利息 1,405
支払利息 △        787

(Ｂ) 有価証券売買損益 84,621,502
売買益 90,013,751
売買損 △  5,392,249

(Ｃ) 信託報酬等 △  8,122,836
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 76,499,284
(Ｅ) 前期繰越損益金 △ 13,829,281
(Ｆ) 追加信託差損益金 185,882,352

(配当等相当額) (△      1,052)
(売買損益相当額) (　185,883,404)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 248,552,355
次期繰越損益金(Ｇ) 248,552,355
追加信託差損益金 185,882,352
(配当等相当額) (△      1,052)
(売買損益相当額) (　185,883,404)
分配準備積立金 62,670,003

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は

損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注３）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照くださ

い。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 618円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 62,669,385
(ｃ) 収益調整金 185,883,404
(ｄ) 分配準備積立金 0
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 248,553,407
(ｆ) 分配金 0
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 248,553,407
(ｈ) 受益権総口数 1,170,380,690口

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2023年６月16日から2024年６月17日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・
ネクスト・マザーファンド 530,982 783,810 44,157 64,780

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド 436,608 923,433 1,414,608
（注）単位未満は切捨て。

■投信会社（自社）による当ファンドの設定・解約および保
有状況

当作成期首保有額 当作成期中設定額 当作成期中解約額 当作成期末保有額 取 引 の 理 由
百万円 百万円 百万円 百万円
1 － － 1 当初設定時における取

得
（注１）金額は元本ベース。
（注２）単位未満は切捨て。

出典：FTSE International Limited（以下、「FTSE」）©FTSE。FTSE®
は、ロンドン証券取引所グループ会社が所有する商標であり、ライセンスに
基づき FTSE  International  Limited によって使用されています。
“NAREIT®”はthe National Association of Real Estate Investment 
Trusts（“NAREIT”）の商標です。本インデックスに関する全ての知的財
産権はすべてFTSEおよびNAREITに帰属します。FTSEのインデックス、
FTSE Ratings、またはその基礎データに関する瑕疵や不作為については、
FTSE並びにライセンサ各社はいずれも一切の責任を負いません。また、書
面に基づくFTSEの同意がない限り、FTSEのデータの再配信も許可されませ
ん。

“Source：FTSE International Limited(“FTSE”)©FTSE.“FTSE®”is a 
trade mark of the London Stock Exchange Group companies and is 
used by FTSE International Limited under licence.“NAREIT®”is a 
trade mark of the National Association of Real Estate Investment 
Trusts(“NAREIT”).All intellectual property rights in the Index vest 
in  FTSE and NAREIT.Neither  FTSE nor  its  licensors  accept  any 
liability for any errors or omissions in the FTSE indices and/or FTSE 
ratings or underlying data.No further distribution of FTSE Data is 
permitted without FTSE's express written consent.”
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＜補足情報＞
　当ファンド（ダイワＵＳ－ＲＥＩＴネクスト・ファンド　Ｂコース（ダイワ投資一任専用））が投資対象としている「ダイ
ワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド」の決算日（2024年２月26日）と、当ファンドの決算日が異なっております
ので、当ファンドの決算日（2024年６月17日）現在におけるダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンドの組入資産
の内容等を掲載いたしました。

■ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンドの主要な売買銘柄
投資証券

（2023年６月16日から2024年６月17日まで）
買 付 売 付

銘 柄 口 数 金 額 平均単価 銘 柄 口 数 金 額 平均単価
千口 千円 円 千口 千円 円

DIGITAL REALTY TRUST INC（アメリカ） 4.45 77,093 17,324 DIGITAL REALTY TRUST INC（アメリカ） 1.2 23,702 19,752
AMERICAN TOWER CORP（アメリカ） 2.51 74,096 29,520 EQUINIX INC（アメリカ） 0.05 6,591 131,836
IRON MOUNTAIN INC（アメリカ） 5.7 70,786 12,418
PROLOGIS INC（アメリカ） 3.8 66,670 17,544
STAG INDUSTRIAL INC（アメリカ） 11.2 60,022 5,359
CROWN CASTLE INTL CORP（アメリカ） 3.4 55,759 16,399
EASTGROUP PROPERTIES INC（アメリカ） 2 50,522 25,261
REXFORD INDUSTRIAL REALTY IN（アメリカ） 6.6 48,780 7,391
EQUINIX INC（アメリカ） 0.398 45,428 114,142
SBA COMMUNICATIONS CORP（アメリカ） 1.28 44,922 35,095
（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

外国投資証券

銘 柄
2024年６月17日現在

口 数
評 価 額

外貨建金額 邦貨換算金額
（アメリカ） 千口 千アメリカ・ドル 千円
SBA COMMUNICATIONS CORP 3.645 714 112,519
EQUINIX INC 1.255 961 151,489
AMERICAN TOWER CORP 5.667 1,116 175,893
AMERICOLD REALTY TRUST 19.485 496 78,240
REXFORD INDUSTRIAL REALTY IN 17.477 783 123,423
STAG INDUSTRIAL INC 27.888 974 153,586
CROWN CASTLE INTL CORP 8.409 833 131,274
IRON MOUNTAIN INC 5.7 501 79,035
TERRENO REALTY CORP 7.545 437 68,924
PROLOGIS INC 9.221 1,035 163,110
EASTGROUP PROPERTIES INC 6.062 1,005 158,387
FIRST INDUSTRIAL REALTY TR 17.887 849 133,814
LXP INDUSTRIAL TRUST 48.272 424 66,917
DIGITAL REALTY TRUST INC 7.425 1,113 175,355

合 計 口 数 、 金 額 185.938 11,248 1,771,973
銘柄数  < 比率 > 14銘柄 <94.8％>

（注１）邦貨換算金額は、2024年６月17日現在の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値
をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算した
ものです。

（注２）＜　 ＞内は純資産総額に対する評価額の比率。
（注３）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　下記は、2024年６月17日現在におけるダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド（1,220,324千口）の内容です。
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ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンド

運用報告書　第７期（決算日　2024年２月26日）

（作成対象期間　2023年８月24日～2024年２月26日）

ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資 対 象 米国の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）および店頭登録（登録予定を含みます。）の不動産投資信託の受益証券およ
び不動産投資法人の投資証券

株 式 組 入 制 限 無制限

大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

期　首
（2023.８.23）

期　末
（2024.２.26）

基準価額

年 月 日
基 準 価 額

ＦＴＳＥ　ＮＡＲＥＩＴ®

エ ク イ テ ィ Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ ・
イ ン デ ッ ク ス
（配当金込み、円ベース指数）

投資証券
組入比率

騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率
円 ％ ％ ％

(期首)2023年８月23日 14,181 － 16,597 － 97.0
８月末 14,787 4.3 17,295 4.2 96.7
９月末 13,855 △2.3 16,344 △ 1.5 95.7
10月末 13,126 △7.4 15,391 △ 7.3 94.6
11月末 14,598 2.9 16,864 1.6 94.9
12月末 15,257 7.6 18,282 10.2 97.5

2024年１月末 15,151 6.8 18,178 9.5 97.1
(期末)2024年２月26日 15,426 8.8 18,619 12.2 96.9

（注１）騰落率は期首比。
（注２）ＦＴＳＥ　ＮＡＲＥＩＴ®エクイティＲＥＩＴ・インデックス（配当金込み、円

ベース指数）は、ＦＴＳＥ International Limitedが発表するＦＴＳＥ　ＮＡＲＥ
ＩＴ®エクイティＲＥＩＴ・インデックス（配当金込み、米ドルベース指数）をも
とに円換算し、当ファンド設定日を10,000として大和アセットマネジメントが計
算したものです。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用してい
ます。

（注４）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の
指数は直近で知り得るデータを使用しております。

ＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）において金融引き締めからの転換が示
唆されたことなどを受け、長期金利が低下傾向となったことなどから、米
国リート市況は堅調な推移となりました。2024年１月から当作成期末に
かけては、経済指標がおおむね堅調だったことやＣＰＩ（消費者物価指
数）が市場予想を上回ったことなどにより、長期金利が上昇傾向となった
ことなどから、米国リート市況は下落基調となりました。
○為替相場
米ドル為替相場は、対円で上昇しました。
　米ドル対円為替相場は、当作成期首より、米国金利が上昇した一方で日
銀は緩和的な金融政策の維持を発表したことから、上昇しました。しかし
2023年11月以降は、日銀による政策修正や米国金利の大幅な低下を背景
に、米ドルは対円で下落（円高）しました。2024年に入ってからは、米
国金利の上昇や日銀による金融政策の維持などを背景に円安米ドル高が進
行し、当作成期末を迎えました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　当ファンドでは、米国リートの中でも、技術革新や生活様式の変化といっ
た構造的な要因による長期的な需要の増大が見込まれるセクターで、かつ参
入障壁が高いなど事業環境が良好で、安定的なキャッシュフローの成長が見
込まれるセクターを中心に投資を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　世界中でデータセンターを保有・運営するEQUINIX INCやDIGITAL 
REALTY TRUST INC、米国だけでなく世界中で物流施設を開発・運営する
PROLOGIS  INC、米国で物流施設を開発・運営するEASTGROUP 
PROPERTIES INC、先進国だけでなく新興国でもモバイル通信用の基地局
を保有・運営するAMERICAN TOWER CORPなどを高位に組み入れまし
た。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けており
ません。
　当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、「当作成期中の
基準価額と市況等の推移」をご参照ください。

《今後の運用方針》
　当ファンドでは、米国リートの中でも、技術革新や生活様式の変化といった
構造的な要因による長期的な需要の増大が見込まれるセクターで、かつ参入障
壁が高いなど事業環境が良好で、安定的なキャッシュフローの成長が見込まれ
るセクターを中心に投資を行う方針です。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：14,181円　期末：15,426円　騰落率：8.8％
【基準価額の主な変動要因】
　当作成期の基準価額は上昇しました。投資対象となる物流施設や通信イン
フラ、データセンターなどのリートが上昇したことがプラスに働きました。
為替相場においては、米ドルが対円で上昇（円安）したことがプラスに働き
ました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
◆投資環境について
○米国リート市況
物流施設や通信インフラ、データセンターは上昇傾向となりました。
　米国リート市況は、当作成期首から2023年10月にかけて、ＦＲＢ（米
国連邦準備制度理事会）が金融引き締め期間の長期化を示唆したことや、
堅調な経済指標が示す経済の底堅さなどを背景に、長期金利が上昇傾向と
なったことなどから、軟調な推移となりました。11月から12月にかけて
は、いくつかの主要な経済指標が市場予想を下回ったことや、12月のＦ

https://www.daiwa-am.co.jp/
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■１万口当りの費用の明細
項　　目 当　　期

売買委託手数料 3円
（投資証券） （3）
有価証券取引税 0
（投資証券） （0）
その他費用 0
（保管費用） （0）
（その他） （0）

合　　計 3
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照くださ

い。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況
　投資証券

（2023年８月24日から2024年２月26日まで）

銘 柄
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

外

国

アメリカ 千口 千アメリカ・ドル 千口 千アメリカ・ドル
SBA COMMUNICATIONS CORP 1.1 271 － －
EQUINIX INC 0.365 291 － －
AMERICAN TOWER CORP 1.85 383 － －
AMERICOLD REALTY TRUST 4.6 135 － －
REXFORD INDUSTRIAL REALTY IN 4.5 229 － －
STAG INDUSTRIAL INC 8.2 293 － －
CROWN CASTLE INTL CORP 3.4 387 － －
TERRENO REALTY CORP 1 58 － －
PROLOGIS INC 2.1 248 － －
EASTGROUP PROPERTIES INC 1.7 295 － －
FIRST INDUSTRIAL REALTY TR 3 150 － －
DIGITAL REALTY TRUST INC 1.95 265 0.7 93

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　外国投資証券

銘 柄
期 首 当 期 末

口 数 口 数
評 価 額

外貨建金額 邦貨換算金額
（アメリカ） 千口 千口 千アメリカ・ドル 千円
SBA COMMUNICATIONS CORP 2.545 3.645 776 116,715
EQUINIX INC 0.94 1.305 1,151 173,122
AMERICAN TOWER CORP 3.157 5.007 950 142,989
AMERICOLD REALTY TRUST 14.885 19.485 502 75,500
REXFORD INDUSTRIAL REALTY IN 11.677 16.177 838 126,094
STAG INDUSTRIAL INC 16.688 24.888 953 143,362
CROWN CASTLE INTL CORP 5.009 8.409 913 137,425
TERRENO REALTY CORP 6.545 7.545 474 71,391
PROLOGIS INC 5.821 7.921 1,055 158,653
EASTGROUP PROPERTIES INC 4.062 5.762 1,042 156,753
FIRST INDUSTRIAL REALTY TR 12.687 15.687 851 128,006
LXP INDUSTRIAL TRUST 48.272 48.272 417 62,710
DIGITAL REALTY TRUST INC 6.375 7.625 1,051 158,032

合 計 口 数 、 金 額 138.663 171.728 10,978 1,650,757
銘柄数<比率> 13銘柄 13銘柄 <96.9％>

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託
協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。

（注２）<　 >内は純資産総額に対する評価額の比率。
（注３）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2024年２月26日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

投資証券 1,650,757 96.6
コール・ローン等、その他 57,660 3.4
投資信託財産総額 1,708,417 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協

会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。なお、２
月26日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝150.36円です。

（注３）当期末における外貨建純資産（1,691,815千円）の投資信託財産総額
（1,708,417千円）に対する比率は、99.0％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年２月26日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 1,708,417,712円

コール・ローン等 57,660,339
投資証券(評価額) 1,650,757,373

(Ｂ) 負債 4,300,000
未払解約金 4,300,000

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,704,117,712
元本 1,104,695,871
次期繰越損益金 599,421,841

(Ｄ) 受益権総口数 1,104,695,871口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,426円

＊期首における元本額は813,913,596円、当作成期間中における追加設定元本額は
424,964,421円、同解約元本額は134,182,146円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
ダイワＵＳ－ＲＥＩＴネクスト・ファンド　Ａコース（ダイワ投資一任専用） 233,508,513円
ダイワＵＳ－ＲＥＩＴネクスト・ファンド　Ｂコース（ダイワ投資一任専用） 817,681,014円
ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・ネクスト（毎月分配型） 53,506,344円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は15,426円です。

■損益の状況
当期　自2023年８月24日　至2024年２月26日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 19,762,427円

受取配当金 19,703,749
受取利息 61,266
支払利息 △      2,588

(Ｂ) 有価証券売買損益 102,041,004
売買益 132,732,756
売買損 △ 30,691,752

(Ｃ) その他費用 △     41,140
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 121,762,291
(Ｅ) 前期繰越損益金 340,267,825
(Ｆ) 解約差損益金 △ 63,472,854
(Ｇ) 追加信託差損益金 200,864,579
(Ｈ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 599,421,841

次期繰越損益金(Ｈ) 599,421,841
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は

損失として、上回る場合は利益として処理されます。

出典：FTSE International Limited（以下、「FTSE」）©FTSE。FTSE®
は、ロンドン証券取引所グループ会社が所有する商標であり、ライセンスに
基づき FTSE  International  Limited によって使用されています。
“NAREIT®”はthe National Association of Real Estate Investment 
Trusts（“NAREIT”）の商標です。本インデックスに関する全ての知的財
産権はすべてFTSEおよびNAREITに帰属します。FTSEのインデックス、
FTSE Ratings、またはその基礎データに関する瑕疵や不作為については、
FTSE並びにライセンサ各社はいずれも一切の責任を負いません。また、書
面に基づくFTSEの同意がない限り、FTSEのデータの再配信も許可されませ
ん。

“Source：FTSE International Limited(“FTSE”)©FTSE.“FTSE®”is a 
trade mark of the London Stock Exchange Group companies and is 
used by FTSE International Limited under licence.“NAREIT®”is a 
trade mark of the National Association of Real Estate Investment 
Trusts(“NAREIT”).All intellectual property rights in the Index vest 
in  FTSE and NAREIT.Neither  FTSE nor  its  licensors  accept  any 
liability for any errors or omissions in the FTSE indices and/or FTSE 
ratings or underlying data.No further distribution of FTSE Data is 
permitted without FTSE's express written consent.”
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